
　

認
知
症
患
者
は
全
国
に
６
０
０
万
人
以

上
と
さ
れ
、
そ
の
割
合
は
高
齢
者
の
６
人

に
１
人
。
２
０
２
５
年
に
は
７
３
０
万
人

を
超
え
、
近
い
将
来
高
齢
者
の
５
人
に
１

人
が
認
知
症
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
鹿
児
島
県
内
の
高
齢
化
率
ト
ッ
プ
の

南
大
隅
町
と
そ
れ
に
続
く
錦
江
町
は
い
ず

れ
も
42
％
以
上
。
全
国
平
均
の
29
％
を
大

き
く
上
回
り
、
人
口
減
と
高
齢
化
と
い
う

日
本
の
縮
図
と
も
言
え
る
状
況
で
す
。

もし家族が認知症になったら――。
「南の星座」への取材から考えます。

　

５
人
に
１
人
。
例
え
る
な
ら
自
分
と
配

偶
者
の
両
親
に
ど
ち
ら
か
の
叔
父
を
加
え

た
５
人
の
う
ち
誰
か
が
認
知
症
と
い
う
、

身
近
で
誰
も
が
な
り
得
る
脳
の
病
気
で

す
。
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
て
も
の
忘
れ
や
妄
想
、
徘
徊
行
動

と
い
っ
た
病
気
の
表
面
を
間
接
的
に
知
っ

て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

い
ざ
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
―
―
。

　

そ
の
時
ど
う
対
応
す
れ
ば
寄
り
添
い
、

演劇から見えたもの
錦江町×南大隅町×南の星座 合同紙面企画
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支
え
ら
れ
る
の
か
具
体
的
な
症
状
や
ト
ラ

ブ
ル
を
演
劇
で
伝
え
よ
う
と
活
動
を
続
け

る
「
南
の
星
座
」
を
、
南
大
隅
町
の
広
報

担
当
と
合
同
企
画
で
お
伝
え
し
ま
す
。

錦江町文化センターで
開催されたアクトカル
のステージに出演。自
治会や敬老会を中心に
この年は８回出演した。

※2021年９月15日現在で65歳以上の高齢者人口は3640万人。前年比22万人増で過去最多。総人口に占める割合は29.1％。

姶良市の福祉まつりに
出演。「笑いあり涙あり
の感動ラブコメディ」と
して会場を沸かせまし
た。この年は全８公演。

南
大
隅
町
の
雄
川
フ
ェ
ス
タ
の

舞
台
に
初
出
演
し
南
隅
の
ス

タ
ー
を
目
指
し
劇
団
名
が
決
定

小
学
校
や
自
治
会
な
ど
８
公
演

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
休
止

小
学
校
や
自
治
会
な
ど
７
公
演

町
内
小
学
校
と
し
て
は
初
め
て

と
な
る
大
根
占
小
学
校
公
演

　

認
知
症
を
テ
ー
マ
に
し
た
演
劇
。
そ
う

聞
く
と
暗
く
悲
し
い
物
語
を
思
い
浮
か
べ

る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
が
、
約
40

分
の
公
演
中
は
、
鹿
児
島
弁
に
よ
る
喜
劇

仕
立
て
で
終
始
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
。
南

の
星
座
が
結
成
さ
れ
た
の
は
６
年
前
。
認

知
症
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
と
辿
り

つ
い
た
の
が
演
じ
る
こ
と
で
し
た
。
団
員

は
医
療
や
介
護
、
福
祉
施
設
で
働
く
職
員

で
脚
本
や
セ
リ
フ
、
小
道
具
も
す
べ
て
手

作
り
。
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
必
ず
開
催
す
る

地
域
の
特
産
品
や
農
産
物
、
商
店
や
地
名

も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ず
は
身
近
に
感
じ
て
物
語
に
入
り

込
ん
で
も
ら
う
。
そ
し
て
普
段
の
生
活
を

振
り
返
る
こ
と
で
自
分
や
家
族
に
重
ね
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
座
長
を
務
め
る
今
隈

滿
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
笑
う
場
面
の
多
い

劇
で
す
が
、
伝
え
た
い
こ
と
は
何
か
と
い

う
明
確
な
目
的
の
た
め
に
、
言
葉
選
び
や

脚
本
は
そ
れ
ぞ
れ
が
入
念
に
行
っ
て
い
る

と
続
け
ま
す
。「
演
じ
る
こ
と
で
病
気
の

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
当
事
者
の
こ
と
や
そ
の

違
う
世
界
を
見
て
い
る
相
手
の
立
場
で
演
じ
て
み
る
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
と
は
―
―
。

伝
え
る
た
め
に
始
ま
っ
た
認
知
症
劇

家
族
、
そ
し
て
近
所
の
人
の
気
持
ち
ま
で

考
え
よ
う
と
し
ま
す
。
違
う
世
界
を
見
て

い
る
相
手
の
立
場
で
演
じ
て
み
る
。
結
果

と
し
て
私
た
ち
も
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
、

実
際
の
現
場
で
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

認
知
症
劇
に
は
そ
ん
な
相
乗
効
果
も
あ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
」。

2017 年 12 月 10 日に錦江町文化センターで開催されたアクトカルに出
演した「南の星座」。元気いっぱいの里美ばあさんが起こすトラブルに
巻きまれるドタバタストーリーに会場が沸きました。

錦江町、南大隅町の
両町はそれぞれ平成

17年に合

併して誕生しました
。ともに翌月から広

報紙を創

刊し、今月は 200 号
を迎え

ます。ここからは広
報記念

企画の後編として両
町の医

療や福祉スタッフが
取り組む

「南の星座」をご紹
介します。

錦江町と南大隅町と
もに200号

南の星座  今隈 滿 座長

いまぐま・みつる
▶鹿児島大学医学部卒業
後、鹿児島大学医学部第
三内科を経て昭和 56 年
から肝属郡医師会立病院

で勤務。平成 17年には南大隅町佐
多地区に今隈医院を開院。平成 23 年

12月に閉院後、翌年１月から肝属郡医師
会立病院で「もの忘れ外来」の診察・治療を行う。
南の星座では座長を務める宿利原在住の 71歳。

認知症になると、できないことが増えてくるかもしれません。
記憶をなくしても、心はこれまでとなにも変わらないのに――。
知識として認知症を知るのではなく、寄り添いともに生きる
ために気づいてほしい。そう願う「南の星座」を取材しました。

錦江町×南大隅町×南の星座合同企画

演劇から見えたもの

劇中の小道具にもご注目を

劇中ではさまざまな小道具が使われ
ています。里美ばあさんの家は認知
症患者の特徴をとらえたセットが組
まれるので観覧のポイントにも。

セ
リ
フ
に
は
出
て
こ
な
い
小

道
具
に
も
隠
れ
た
工
夫
が
…

ポイント❷ 南の星座はここにも注目

劇なら子どもたちも夢中に

認知症に対する理解を深めてほしい
と総合学習に時間を活用して認知症
劇を披露。日常と重ね合わせて自分
たちにできることを探っていきます。

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聞
き

取
っ
て
後
半
が
ス
タ
ー
ト

ポイント❶ 南の星座はここにも注目

広報 200 号発行記念 200th anniversary
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